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近世

し
ば

た

か
つ

天
正
十
一
年（
一
五
八
三
）四
月
、
柴
田
勝

い
え

は
し
ば
ひ
で
よ
し

に

わ
な
が
ひ
で

家
を
破
っ
た
羽
柴
秀
吉
は
、
丹
羽
長
秀
を
越

前
・
若
狭
両
国
と
南
加
賀
二
郡
の
大
大
名
と

し
た
が
、
長
秀
の
家
臣
で
あ
っ
た
村
上
頼
勝

み
ぞ
ぐ
ち
ひ
で
か
つ

と
溝
口
秀
勝
は
大
名
に
取
り
立
て
ら
れ
て
長

よ
り
き

秀
の
与
力
と
な
り
、
頼
勝
は
能
美
郡
小
松
で

六
万
六
千
石
、
秀
勝
は
江
沼
郡
大
聖
寺
で
四

よ
り
お
や

万
四
千
石
を
領
し
た
。
そ
の
後
、
寄
親
大
名

な
が
し
げ

ほ
り
ひ
で
ま
さ

ひ
で
は
る

は
丹
羽
長
重
、
つ
い
で
堀
秀
政
・
同
秀
治
と

変
遷
し
た
。

小
松
城
主
村
上
頼
勝
に
よ
る
支
配
は
、
堀

氏
や
溝
口
氏
と
と
も
に
越
後
に
移
封
さ
れ
る

慶
長
三
年（
一
五
九
八
）ま
で
一
五
年
余
に
及

ぶ
。
こ
の
時
期
は
、秀
吉
が
国
内
統
一
、次
い

で
朝
鮮
半
島
へ
の
侵
略
を
進
め
た
時
代
で
あ

り
、
頼
勝
も
秀
吉
に
よ
る
軍
事
行
動
や
普
請

等
に
、
頻
繁
に
動
員
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た

め
の
財
政
負
担
は
大
き
く
、
ま
た
小
松
で
の

在
城
期
間
は
実
際
に
は
短
い
も
の
で
あ
っ
た
。

財
政
収
入
の
基
と
な
る
年
貢
徴
収
の
た
め
、

な
が

頼
勝
が
天
正
十
九
年
に
実
施
し
た
能
美
郡
長

む
ら

か
み

よ
り

か
つ

村
上
頼
勝
の
時
代

秀吉による村上頼勝等の動員等
内 容 等

（丹羽長秀）、溝口秀勝・村上頼勝計3000余兵

金沢（野々市・泉野）守備（津幡待機説有り）

（溝口、羽柴秀長軍に参加）

（丹羽長重、秀吉軍に参加）

堀秀政3000騎、村上1000騎、溝口700騎

溝口・村上、秀吉の乗馬前駆

堀6000人、村上2000人、溝口1400人

堀6300騎、村上2000騎、溝口1400騎

（100石につき6人半役）

堀秀治7000人、溝口1500人、村上2300人

堀3200人、村上1320人、溝口880人

（1万石につき人夫200人）

堀30石、村上20石、溝口10石（米納）

堀1300人、村上1000人、溝口700人

堀500人

記載の年月は、史料にもとづくもの。天正17年の大仏普請は、同年5月に京都東山に着工した大仏殿をともなう方広

寺の造営。文禄3年の伏見城普請は、秀吉の隠居城として一旦前年に完成したが、改築が命じられたもので、実際に

は文禄4年8月以後の普請役の基礎高を示した内容。

対象・敵

佐々成政

長曽我部元親

佐々成政

島津義久

寿楽第行幸

大仏普請

北条氏政

朝鮮王朝

伏見城普請役

大光明寺造営勧進

朝鮮王朝

朝鮮王朝

動員等先

能登 末森

四国 土佐

越中 富山

九州 薩摩・大隅

京都

京都

相模 小田原

肥前 名護屋

山城 伏見

山城 伏見

高麗城々留守居

肥前 名護屋

月

9

4

8

2

4

正

11

2

3

8

正

正

西暦

1584

1585

1585

1587

1588

1589

1589

1592

1594

1594

1595

1595

年

天正12

13

13

15

16

17

17

20

文禄3

3

4

4

2

右、天正13年閏8月羽柴秀吉領知目録（堀秀政充て） 左、天正18年11月豊臣秀
吉領知判物（堀秀治充て）（石川県立図書館所蔵森田文庫「北徴遺文」十）
村上次郎右衛門（頼勝）の知行能美郡6万6000石が見える。
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近

世

65

だ
む
ら

田
村
の
検
地
は

秀
吉
が
全
国
の

諸
大
名
に
命
じ
た
検
地
の
一
環
で

た
い
こ
う
け
ん
ち

あ

た
が

い
わ
ゆ
る
太
閤
検
地

の
原
則
に
徹
し
切
れ
て
お
ら
ず

在
地
掌
握
が
い
ま
だ
不
十
分
で
あ

た
一
面
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る

頼
勝
時
代
の
小
松
城
の
様
子
は

わ
か
ら
な
い
が

文
禄
二
年（
一

五
九
三
）に
家
臣
富
岡
大
郎
八
に

充
て
が

た
領
知
目
録
に
よ
れ
ば

計
四
三
一
石
余
が
現
在
の
能
美
市

か
ら
小
松
市
に
わ
た
る
一
○
か
村

に
分
散
し
て
給
さ
れ
て
お
り

家

臣
は
知
行
地
に
土
着
せ
ず
城
下
町

に
集
住
し
て
い
た
状
況
が
う
か
が

え
る

ま
た

山
・
川
・
野
・
林

は
給
付
地
か
ら
除
外
さ
れ

こ
れ

ら
は
頼
勝
の
直
轄
地
で

そ
の
収

益
が
頼
勝
の
年
貢
収
入
に
そ
れ
な

り
の
度
合
い
を
占
め
て
い
た
と
思

わ
れ
る

な
お

天
正
十
三
年
二
月

頼

勝
は
当
時
城
の
南
側
に
近
接
し
て

ほ
ん
れ
ん
じ

所
在
し
た
真
宗
の
本

寺
を
母
専

妙
の
菩
提
寺
と
し

仏
供
田
と
し
て
浜
田
の

う
ち
田
畠
六
反
を
寄
進
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る

越
後
移
封
に
際
し
て
は

本

寺
の
僧

ほ
ん
ご

じ

も
同
行
し

当
地
で
本
悟
寺
（
新
潟
県
村
上

市
細
工
町
）
を
開
い
て
い
る

（
室
山

孝
）

2

伏見古御城絵図（部分）（大工頭中井家所蔵建築指図）
城下の京橋付近に村上周防守邸が見える。近年、村上邸隣接の宮城丹波守に充てた村上頼勝の書状が、金戒光明寺（黒谷浄土宗）の塔頭永
運院（京都市左京区黒谷町）の襖下張りから発見されている（京都市歴史資料館『叢書京都の史料9 大中院文書・永運院文書』）。

村
上
周
防
守

正月25日 村上頼勝書状（折紙、白山市所蔵）
村上頼勝が領内の湊浦（現、白山市湊町）に、米の出入りを禁止したもの。他領からの持ち込み、及び領内からの
持ち出しを禁じたのは、領内での米の換金市場の安定化を確保するためと考えられている。なお、「村上義明」
の名も知られるが、それは後世に作成された系図に見えるもので、現存する書状や領地目録・検地帳ではすべ
て「頼勝」と署名されており、こちらが正しい本名であろう。


